研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　　青山荘　　　　職　種　社会復帰指導員　　　氏　名　三浦　理見

	期　　間　　平成　19年　6月　26日　～　平成　19年　6月　26日

	出張目的　平成19年度「ボランティアコーディネーター養成講座」

	出 張 先　八戸市総合福祉会館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【考察】

今回、ボランティアコーディネーター養成講座に参加させていただいた。普段の業務の中で私が直接地域ボランティアの方々と接する機会は少なく、あるとしても施設行事等で自分も職員のようなボランティアともあまり変わらないような形で地域ボランティアの方々と交流を図るようなものだった。

今回の講義では、ボランティアの募集・育成・受け入れ等、ボランティアに来た方々をどう動かしていくかということを学んだわけだが、今までの自分のボランティアとの関わり方と、「ボランティアリスクマネージメント」「ボランティアを受け入れ体制」などの講義内容と自分の簡素なボランティアとの関わり方の違いに、場違いなのではないかと焦った。

演習では、グループワークで現在施設が抱えているボランティアの問題について話し合い、ニーズアセスメントを個人でとり、実際ボランティアプログラムの設計を行った。講義内容同様に普段主になってボランティア要請活動しているわけではない自分が、他施設の方々と自分の施設についての問題点について話し合い、ボランティアプログラムを製作することになり、自分に出来るものなのか心配になったが、現に、自立支援法における施設移行の問題や、それに伴う日中の余暇活動支援等について現在も青山荘の毎週の運営会議内で話し合われていることも踏まえながら、ボランティアの受け入れに関連付けて自分なりにニーズアセスメントを取り、グループ内で発表することにした。グループは、同じ精神障害者生活訓練施設や、病院、福祉事業共同組合など、職種等にもばらつきがあり、それぞれ抱える問題について知ることが出来、勉強になった。

グループは施設ごと、業務内容ごとに分けられ、ボランティア受入までのプランニングと呼び込みのためのポスター作りを行ったが、グループごとに個性があり、それぞれセンスを必要とするものだと感じた。ポスターは模造紙にペンで書きながら作成したわけだが、最近では「手書き」でポスターを作ることの難しさを実感したと同時に、簡単に色をつけ、レイアウトや写真を取り込むことが可能なパソコンのありがたみというものも十分実感したように思う。

ボランティアを受け入れるためには、まず施設職員がボランティアに対して理解をする必要がある。ボランティアは1回行って、つまらなければ次に参加することは難しい。この様なことも含め、ボランティアに継続して参加していただくための、施設側の工夫や努力とボランティアとの連携が重要なのである。また、ボランティアコーディネーターには、ボランティアを送り出す側・受け入れる側・その仲介役の三者が必要であり、コーディネーター同士が同じ目的で動かなければ活動にずれが生じることを防ぐ必要がある。ボランティアは誰よりも、施設や利用者を見ている。ただ単に「参加して欲しい」と要請することは困難でなのである。ボランティアが継続して参加したいと思えるようなコーディネートと、ボランティアの育成が重要だということを今回の研修で学ばせていただいた。参加させていただき、有難うございました。

講義：「福祉施設のボランティアマネジメント概論」
（講師：青森県ボランティア・市民活動センター所長鳴海　孝彦　氏）
＜考察＞

パワーポイントと資料を参考にしながら、現在のボランティア活動者の状況を踏まえて、なぜボランティアが重要視されているのかを学んだ。福祉施設は常に地域と共にあり、福祉施設に貢献できる人はたくさんいるわけだが、ボランティアを育成していくのはボランティアを必要としている私たちで、ボランティア受け入れにおいても必ずリスクというものが発生し、リスクマネージメントをしながらボランティアと施設での連携を図っていく必要があると感じた。実際、現在の業務において私自身が地域のボランティアの方々と接する機会というものは、行事の際に自分もいちボランティアと同じような立場での関わりしか持つことが出来ていない。ボランティアを募り、受け入れ、実際に動かしていくまでの経験を今までしたことがなかったこともあり、ボランティア受け入れまでの手法を学ぶことが出来、とても勉強になった。また、現時点でボランティアコーディネーターはほとんどの高齢施設や障害者施設で専任・兼任されながらも配置されているところが多いそうだ。ボランティアの受け入れ状況は、コーディネーターを配置していない施設よりも配置している施設の法がボランティアを多く受け入れている傾向があるという現状についても知ることが出来た。

①ボランティアの受け入れとコーディネートの手法

◆ボランティア活動者の現状（2004年5月1日現在）

団体数：817団体

登録者：112,420人（個人登録　7,143人）

· 全体の6割以上が保健・医療・福祉の増進に関わる活動

　　◆福祉施設が地域住民参加を受け入れる意味

1 啓発…福祉施設や利用者理解の促進

2 地域社会との架け橋…地域との隔たりを取り除く。施設の地域化、ノーマライゼーションの促進

3 付加価値…ボランティアの参加によるアメニティ部分の充実

例えば）・多様な人との交流による生活の社会化

　　　 ・職員には見せない、その人らしい個性の発見

　　　 ・職員が気がつかない・手が届かないところのフォロー

4 オンブズマン機能、住民参加…運営とサービスの透明性

5 サービスの質・量の拡充

　　　◆ボランティア活動者にとっての意味

1 社会貢献（社会参加ニーズの充実）

2 施設・サービスにちあする理解の促進

3 実習（技術習得・サービス理解の促進）

4 教育・生涯学習（体験学習）

5 精神的リハビリテーション（社会復帰の場）

◆ボランティア受け入れの基盤整備

～経営者の基本的考え方～

1 積極的な受け入れ

2 曖昧な態度では長続きしない

3 ボランティアは施設の経営やサービスを向上させる良きパートナー

4 ボランティアの育成

　　　◆受け入れる前の準備（内部･･施設側）

1 なぜボランティアを受け入れるのか（なぜ必要なのかを明確にする）

2 施設運営やサービスにおける位置付け

3 施設とボランティアの望ましい関係のあり方

※ボランティアが行うべき活動範囲を事前に決めておく必要がある

4 職員の共通認識

5 ボランティアを受け入れる条件（受け入れ人数・時間・活動内容などを決める）

◆ボランティア活動の流れ

1 参加の呼びかけ

　　↓

2 的確なオリエンテーション

　　↓

3 研修（できれば研修を行い、事前にボランティアへ対する指導を行った方が良い）

　　↓

4 実践

　　↓

⑤評価

◆ボランティア受け入れの体制づくり

　　・役割分担

　　　⇒施設長、コーディネーター、各現場職員それおぞれの役割を決める

　　・コーディネーターの設置

　　　⇒コーディネーターがプログラムに責任を持って関わることの出来る体制づくりを進める

　　・コーディネーターの配置と位置付け

　　　⇒兼任にする、あるいは非常勤のコーディネーターを採用

　　

　　　◆コーディネーターの属性

　　　・ボランティア活動の原理に関連した価値基盤

　　　・人々に共感すること

　　　・責任を引き受けること

　　　・将来を見通せること

　　　・創造性

　　　・情熱

　　　・感受性

　　　・柔軟性と適応力

　　　・意見をはっきり述べること

　　　・忍耐力と根気強さ

　　　・少なからぬユーモア

②ボランティアのトラブル・事故の対応

　◆ボランティア活動におけるリスクマネージメント

　　ボランティア活動におけるリスクとは、活動中に起こりうる、あらゆる困難な状況が招きうる。

＜具体的には…＞

・事故、災害、天候、ボランティアの未熟さ、認識不足、不注意、組織側の準備不足などが原因となる。

　◆リスクへの対処（リスクが起きる前に）

1 事前評価（過去のリスクの分析…リスクが起こったごとにマニュアルに対処方法等追加）

2 リスクの明確化
3 リスク分析
4 リスクコントロール（責任の移転・リスクの最小化・軽減できるリスクの整理・除去）
5 事後評価
◆ボランティア活動中に考えられる事故

· 刑事上の責任…虐待、盗みなど（本来ありえないはずであるが、多発している）

· 民事上の責任…人身事故（食事中の嚥下障害や移乗等介助中の転倒）

　　　　　　　　　物損事故（個人の財産を壊した）

· 機関に泰知る義務の不履行…利用者の秘密保持意識が希薄している活動者

　　　◆受け入れる側が事前に対処できること⇔事故が起こる前に

　　　・送り込む側との綿密な調整

　　　・活動数日前の顔合わせ（マニュアルや概要を作成・説明しボランティアに渡す）

　　　・ボランティア活動保険への加入（社会福祉協議会280円）

　　　　※民事上の責任（物損事故等に保険適応）

　　　・役割分担の明確化

　　　◆活動のフォローアップ～ボランティア継続のための手法～

　　　（１）ボランティア活動の効果と問題点の整理

　　　　・活動に対する評価

1. 評価の目的・視点を考える

2. 評価表の作成

3. 自分の施設の評価表を作成する

　　　（２）ボランティアからのサインに気付く

　　　（３）ボランティアが話しやすい環境を作る

　　　（４）定期的な情報交換を行う

　　　（５）なるべく個別化を図る

講義・演習：「ボランティア受け入れのプログラム作り」
（講師：青森県ボランティア・市民活動センター所長鳴海　孝彦　氏）

＜考察＞

実際、ボランティアを受け入れる際には、ニーズアセスメントを実施することで、分析しながら具体的なボランティアプログラムを設計しなければならないことが分かった。曖昧な目的でボランティアを募集してもボランティアは来ない。もしくは来たとしても適切な活動が出来ずリスクを招いてしまう可能性が高い。そのためにも、具体的なプログラム作りを演習にて学習し、ボランティア受け入れまでの準備を行った。各グループ（仕事・職種別）に分かれた上で、まずは個人で業務内でのニーズアセスメントを考察し、発表する。その後、１つのニーズアセスメントを選抜し、具体的なプログラム設計を行う。プログラム設計が終了したら、呼び込み用のポスターを模造紙に作成し、各グループで発表し、評価を行った。何事にも具体的なプランの作成が必要であり、安易にボランティアを呼びたいと簡単に行動に移すことが出来るものではないことを実感した。また、アセスメントやプログラムの作成についても、念入りに考え、ボランティア側・受け入れる施設側・援助を受ける利用者側の三者の視点で進めていく必要があることを学習することが出来た。

ワークシート①「ニーズアセスメント」…自分が立てたもの（例）

	氏名
	　　三浦　理見
	所属
	　青山荘（社会復帰指導員）

	①気になっていること

	自立支援法に基づいて施設移行も踏まえた、日中の余暇支援（プログラム）

・荘内プログラム以外の新たなプログラム内容の作成の必要性

・ボランティアを活用したプログラム内容

・入所者の呼び込み（入所者以外の参加者の呼び込み…興味があるプログラムを作成する）

	②課題やニーズの原因や背景の分析

	＜ニーズの原因＞

法改正の為の施設の体系移行

＜課題＞

プログラムの検討・具体化

	③課題・ニーズの明確化

	・地域の人たち（ボランティア）と密着しながら行う事が出来るプログラムの作成

・ボランティアの呼び込み

・入所者・ボランティア以外の参加者の呼び込み（地域生活支援センター登録者・地域住民等）

	④ボランティアが参加する意味の明確化

	・入所者・参加者様と地域住民（ボランティア）とコミュニケーションの場を持つこと

・障害への差別の軽減と理解

・参加者への知識の伝達



	⑤プログラム案（複数）　（先行事例の検討、アイディアの検討）

	・自主活動（八戸公園でのBBQ）

・手作り味噌餅を作ろう

・編物教室

※上記は例として


ワークシート②「ボランティアプログラムの設計」…自分のグループで作成したもの（例）

	プログラム名　　自立支援法に基づく日中の余暇支援（おやつ作り）

	1 目的

日中の余暇で料理をすることで充実感を得る

	②活動内容　　おやつ作り（がんづき）

	活動内容名
	　がんづきを作ろう

	ボランティアの役割
	・がんづきの作り方の指導

・調理・準備・後片付けのアシスタント

	具体的な活動内容
	・がんづきの作り方の指導

・必要物品の準備・片付け

・出来たがんづきを一緒に談話しながら食べる

	③活動主体

	（求められるボランティア像）

地域の郷土料理・昔ながらの料理の作り方を知っている人・がんづきが作れる方
	（ボランティアが受ける利益）

・自分の持っている知識を伝えることが出来る

・充実感を得る

・障害者との交流を図る機会を得る

	④活動の対象

	・施設入所者（希望者）

・地域生活支援センター登録者

・福祉ホームB型入所者

・地域住民



	⑤活動の場所
	⑥活動日・時間・頻度

	生活訓練施設青山荘


	日程：○月○日（日）

時間：13:00～15:00



	⑦活動までの手順
	⑧コスト（サポートの方法と費用）

	（募集と受付方法）

・市町村ボランティアセンターへの周知依頼

・町内会との連携

※がんづきを実際に作れる方2名

※調理アシスタント3名

受付窓口：青山荘
	・がんづき作り材料費

・お茶

・必要物品

・ボランティアの方々への昼食（軽食）

	（オリエンテーションの方法と内容）

・活動日1週間前にボランティアと職員と合同でオリエンテーションを実施。

・自己紹介

・当日のスケジュールの把握（マニュアル・概要を用いて）

・各担当の配置・役割分担

・障害理解のための説明やコミュニケーション方法についての説明

・リスクについての説明など
	


【ボランティアコーディネーターの必要性】

コーディネーターは施設のボランティア活動プログラムを計画し、ボランティアを共にその活動を実施する。施設でのボランティア活動は施設利用者が安心して生活できる環境を整える為に行われるものであり、利用者にとっては生活にめりはりがもてるように、ボランティアにとっては活動して「よかった」と思えるようになるために、利用者、職員、ボランティアの三者の関係作りが必要になる。ボランティアと施設両者の信頼関係を築き、活動をスムーズに行う事により、利用者の生活を豊かにしていくことがコーディネーターの役割なのである。
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